
苫小牧市立明野小学校

第５、６学年 〔通年〕

〔目標〕

・学習到達目標を単元に位置付けた指導を通して、児童の思考力、判断力、表現力等の育成を図る。

〔単元の目標の達成に向けた手立て〕

〔単元の目標の達成状況〕
・CAN-DOリスト形式の学習到達目標の
達成を目指すことにより、児童に目的、
場面、状況に応じた思考や表現が見られ
るようになった。

〔改善の方向性〕
①CAN-DOリストの活用を通した、学習の個性化と指導の個別化をより一層図る。
②コミュニケーションを行う目的や場面、状況の設定をより多様化し、児童の思
考力、判断力、表現力等の育成をより一層図る。

③CAN-DOリストを生かした小・中学校の学習内容、指導方法の連携を推進する。
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手立て 資料

① 単元にCAN-DOリスト形式の学習到達目標を位置付ける。 ア

② 「Can-Do評価尺度」を用いてゴールを明確にし、学習への見通しを持たせながら言語活動を中心とした指導と評価を進
める。

イ

③ 効果がどのくらい表れているか、児童アンケートのデータを用いて検証する。
地域や家庭と広くCAN-DOリストを用いた指導について共有し、言語活動や指導と評価について理解と協力を求める。

ウ

実践テーマ「学習到達目標を児童生徒や保護者と共有する「CAN-DOリスト」の活用」





資料ア 学習到達目標を単元に位置付けたCan-Doリスト

（岩手県山田町立豊間根小学校の研究を参考に作成）

単元に学習到達目標を位置付ける



資料イ Can-Do評価尺度

1.自信がなくまだ難しい，または自分にはできないと感じている段階（D）

2.自信があまりない学習者でも何らかの補助的な足場があればできる段階（C）

3.多くの学習者が十全に参加すれば達成可能なクラスでの到達目標となる段階（B）

4.自信のある学習者を飽きさせないような次への挑戦的課題を設けた段階（A）

（科研プロジェクトEASEL小学校英語評価研究会より引用）





児童への質問項目 授業改善への課題

設問① 英語の授業では、単元のゴールへの見通しを持っている。
言語活動の設定と

共有

設問② 目的や場面に合わせて話す内容や構成を考えている。

言語活動を通した
指導

設問③ どのような英語を使うか自分で考えている。

設問④
どのように英語を話せばいいか考えて工夫して話すことが
できている。

設問⑤
相手や周りの人に英語で自分の気持ちや考えを伝えようと
努力している。 言語活動における評

価方法や場面の共有
設問⑥ 先生も自分もどこまで達成するか理解している。

資料ウ 児童アンケート（９月）

阿部・根岸（2022）「Can-Doリストを活用した授業改善の試み」より引用

※「とてもあてはまる（５）」から「全くあてはまらない（１）」までの５件法にて調査を実施



小学５、６年生 n=102 （６年生…１２単元実施 ５年生…４単元実施）

設問① 設問② 設問③ 設問④ 設問⑤ 設問⑥

平均 4.02 3.92 4.07 3.89 4.04 3.99 

標準偏差 0.79 0.85 0.82 0.86 0.94 0.89 



単元の目標の達成に向けた手立ての具体

①単元にCAN-DOリスト形式の学習到達目標を位置付ける。

○単元の導入において、この単元
で行う言語活動の内容と、コミュニ
ケーションを行う目的や場面、状況

を確認する。

○言語活動における児童の目指す姿を具
体的に提示し、ゴールのイメージを想起
させる。児童がコミュニケーションを行
う目的や場面、状況に応じて思考、判断、
表現できる環境を設定する。

〔児童（生徒）の活動〕 〔教師の指導〕

○「Can-Do評価尺度」を活用し、毎時間
の終末に、学習到達目標に対して自身が
どこまで到達したかについて振り返らせ
る。学習到達目標の達成までに、自分が
必要な学習について考えさせ、学習の自
己調整を図るように促す。

○自分が目指したいコミュニケー
ションの内容と方法について、CAN
-DOリストに基づき自身の学習到達
目標を自己決定し、目標の達成を目
指して単元の学習を進める。

〔工夫点〕

○コミュニケーションを行
う目的や場面、状況を毎時
間提示し、児童が十分に思
考し、判断、表現できるよ
う意識付けを図る。

○本時の学習内容が学習到
達目標の達成とどのような
関係にあるかを明確にしな
がら本時の課題を提示する。
同時に、「自身の本時の課
題」を設定させ、メタ認知
を促す。



手立て①

児童の活動 教師の指導 工夫点

単元の導入において、こ

の単元で行う言語活動の内

容と、コミュニケーション

を行う目的や場面、状況を

確認する。

言語活動における児童の

目指す姿を具体的に提示し、

ゴールのイメージを想起さ

せる。児童がコミュニケー

ションを行う目的や場面、

状況に応じて思考、判断、

表現できる環境を設定する。

コミュニケーションを行

う目的や場面、状況を毎時

間提示し、児童が十分に思

考し、判断、表現できるよ

う意識付けを図る。



コミュニケーションを行う目的や場面、状況の提示の工夫（黒板）





コミュニケーションを行う目的や場面、状況の提示の工夫（振り返り用紙）



コミュニケーションを行う目的や場面、状況の提示の工夫（振り返り用紙）



手立て②

児童の活動 教師の指導 工夫点

自分が目指したいコミュ

ニケーションの内容と方法

について、CAN-DOリスト

に基づき自身の学習到達目

標を自己決定し、目標の達

成を目指して単元の学習を

進める。

「Can-Do評価尺度」を活

用し、毎時間の終末に、学

習到達目標に対して自身が

どこまで到達したかについ

て振り返らせる。学習到達

目標の達成までに、自分が

必要な学習について考えさ

せ、学習の自己調整を図る

ように促す。

本時の学習内容が学習到

達目標の達成とどのような

関係にあるかを明確にしな

がら本時の課題を提示する。

同時に、「自身の本時の課

題」を設定させ、メタ認知

を促す。



児童の振り返り用紙から見る、目標の達成状況









• どうなりたいか
• どこまで来ているのか
• 次のステップまでに何が必要か
• そのために必要な勉強は何か



手立て③





改善の方向性
コミュニケーションを行う目的や場面、状況の設定をより多様化し、児童の思考
力、判断力、表現力等の育成をより一層図ることについて

３学期に他地域の小学校と、児童同士による交流活動を実施予定（６年生）

 「学習到達目標」や「コミュニケーションを行う目的や場面、状況」を学校間

で共有し、言語活動を通して児童のコミュニケーションを図る基礎となる資

質・能力のより一層の育成を目指す。


